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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

伊
方
原
発
３
号
機
、
広

島
高
裁
、
大
分
地
裁
が
運

転
停
止
の
仮
処
分
取
消
。

「
火
山
に
よ
る
リ
ス
ク
を

無
視
し
た
」
「
国
、
原
子

力
ム
ラ
言
い
な
り
の
無
責

任
な
判
決
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

規
制
委
員
会
が
東
海
第

２
原
発
に
お
墨
付
き
（
26

　

豊
洲
新
市
場
水
産
仲
卸

売
場
棟
の
建
物
と
周
囲
の

舗
装
の
境
目
に
段
差
約
５

㌢
の
ひ
び
割
れ
が
10
㍍
に

わ
た
り
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
都

が
確
認
し
た
の
は
昨
年
秋

で
し
た
が
、
農
水
省
の
豊

洲
移
転
認
可(

10
日
）
ま

で
約
１
年
間
も
都
民
に
隠

し
、
公
表
し
た
の
は
認
可

翌
日
で
し
た
。
ひ
び
割
れ

は
他
に
も
10
カ
所
見
つ
か

豊
洲
新
市
場
で
亀
裂
発
覚

１
年
間
も
ひ
た
隠
し

地
盤
沈
下
で
も
移
転
強
行
の
愚
行

「
戦
争
目
的
の
た
め
の
研
究
に
従
わ
な
い
」

　 

日
本
学
術
会
議
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
本
学
術
会
議
は
22
日
、

東
京
都
内
で
「
軍
事
的
安

全
保
障
研
究
を
め
ぐ
る
現

状
と
課
題
」
を
考
え
る
学

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
、

軍
事
目
的
の
研
究
を
否
定

す
る
昨
年
３
月
の
同
会
議

声
明
が
ど
う
具
体
化
さ
れ

て
い
る
か
、
大
学
や
研
究

機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
て
今
後
の
課

日
）。
「
津
波
で
被
災
し
、

11
月
に
は
40
年
に
な
る
老

朽
原
発
だ
。
何
で
お
墨
付

き
を
与
え
る
の
か
」
「
30

キ
ロ
圏
内
に
96
万
人
が
生

活
、
危
険
極
ま
り
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

は
や
ぶ
さ
２
の
小
型
探

査
ロ
ボ
が
小
惑
星
「
リ
ュ

ウ
グ
ウ
」
の
着
陸
に
成
功

（
22
日
）。
「
小
惑
星
の

表
面
を
移
動
し
な
が
ら
探

査
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
着
陸

は
世
界
初
だ
」
「
撮
影
や

温
度
計
測
、
移
動
実
験
な

ど
に
取
り
組
む
」
「
は
や

題
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

山
極
寿
一
会
長
（
京
都

大
学
学
長
）
が
「
戦
争
に

は
平
和
を
維
持
す
る
役
割

も
あ
る
」
と
い
う
考
え
方

を
批
判
。
「
歴
史
に
学
び
、

『
戦
争
目
的
の
た
め
の
研

究
に
従
わ
な
い
』
た
め
に

議
論
を
重
ね
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
岩
夫
東
京
大
学
教

授
は
、
今
年
２
、３
月
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
、「
声
明
を

受
け
て
約
７
割
が
何
ら
か

の
対
応
を
す
る
な
ど
、
審

査
方
針
・
手
続
き
を
つ
く

る
動
き
が
着
実
に
広
が
っ

て
い
る
。
一
方
で
国
立
研

究
機
関
に
つ
い
て
は
取
り

組
み
が
遅
れ
て
い
る
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

　

琉
球
大
学
、
関
西
大
学
、

日
本
天
文
学
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

ぶ
さ
２
の
着
陸
も
計
画
さ

れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
「
26
日
、

広
島
カ
ー
プ
が
リ
ー
グ
３

連
覇
を
達
成
し
た
。
球
団

史
上
初
だ
」
「
高
い
得
点

力
が
チ
ー
ム
を
支
え
た
」

「
ロ
ッ
テ
・
福
浦
選
手
が

通
算
２
０
０
０
安
打
を
達

っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
び
割
れ
の
原
因
は
地

盤
沈
下
で
す
。
水
産
仲
卸

売
場
棟
西
側
の
地
下
に
は

軟
弱
地
盤
が
約
20
㍍
堆
積

し
て
い
ま
す
。
こ
の
層
は

水
分
を
含
ん
で
お
り
、
上

か
ら
力
が
加
わ
る
と
少
し

ず
つ
水
を
排
出
し
「
圧
密

沈
下
」
を
起
こ
し
ま
す
。

盛
り
土
の
重
み
で
沈
下
が

起
き
た
の
で
す
。都
は「
一

定
の
時
間
が
経
過
す
る
こ

と
で
沈
下
は
収
束
す
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
根

拠
は
あ
や
ふ
や
で
、「
目

視
だ
が
、
ひ
び
の
幅
は
広

が
っ
て
い
な
い
」
と
い
う

程
度
。
沈
下
の
量
や
速
度

さ
え
調
査
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
下
水
か
ら
環
境
基
準

の
１
７
０
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン

が
検
出
さ
れ
て
い
る
豊
洲

新
市
場
。
地
盤
沈
下
は
小

池
知
事
の
安
全
宣
言
を
揺

る
が
す
重
大
事
態
で
す
。

　

都
は
移
転
強
行
を
や
め
、

科
学
的
検
証
を
行
い
、
情

報
開
示
を
行
っ
て
都
民
や

市
場
業
者
の
不
安
に
応
え

る
べ
き
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

首
都
圏
非
常
勤
講
師
組

合
は
９
月
23
日
、
分
会
の

「
日
大
ユ
ニ
オ
ン
」
結
成

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
日

大
で
は
、
非
常
勤
講
師
の

５
年
雇
い
止
め
制
度
が
作

　

9
月
６
日
未
明
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
震
源

地
に
近
い
苫と
ま
と
う
あ
つ
ま

東
厚
真
火
力

発
電
所
（
総
出
力

１
６
５
万
㌔
㍗
、
道
内
の

電
力
需
要
の
半
分
を
担

う
）
が
緊
急
停
止
。
こ
れ

原
発
固
執
が
招
い
た

全
道
停
電

　
　（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

成
し
た
」
「
パ
リ
ー
グ
は

３
位
ま
で
決
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
が
22
号
ホ
ー
ム
ラ

ン
。
「
シ
ー
ズ
ン
終
了
直

後
に
肘
の
靭
帯
手
術
す
る

と
発
表
し
た
」
「
来
期
は

投
手
で
の
活
躍
が
見
ら
れ

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
秋
場
所
、
白
鵬

が
41
回
目
の
優
勝
。
「
幕

内
通
算
１
０
０
０
勝
も
す

ご
い
」
「
稀
勢
の
里
は
10

勝
し
た
」
「
貴
乃
花
親
方

の
引
退
は
残
念
だ
」
「
な

ん
で
話
し
合
い
が
出
来
な

い
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
第
49
期
新
人
王

戦
（「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

主
催
）
で
藤
井
七
段
が
決

勝
進
出
。
「
新
人
王
戦
は

若
手
の
登
竜
門
だ
。
羽
生

　

富
士
山
が
初
冠
雪
（
26

日
）。
「
平
年
よ
り
４
日
、

昨
年
よ
り
27
日
早
い
」「
東

京
は
11
月
上
旬
の
気
温
が

続
き
寒
か
っ
た
」
「
曼
珠

沙
華
、
コ
ス
モ
ス
、
萩
、

酔
芙
蓉
な
ど
が
咲
い
て
い

る
」
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
も

咲
き
始
め
て
い
る
」

非常勤講師

雇い止め撤回を
「日大ユニオン」を結成

　
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
デ

ー
」
の
９
月
26
日
、
国
連

本
部
で
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
書
提
出
式

が
行
わ
れ
、
新
た
に
７
カ

国
が
署
名
、
４
カ
国
が
批

准
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

署
名
が
67
カ
国
、
批
准
は

19
カ
国
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連

の
条
約
に
比
べ
、
記
録
的

な
ペ
ー
ス
で
批
准
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

提
出
式
で
エ
ス
ピ
ノ
サ

核兵器廃絶国際デー
国連で核兵器禁止条約の提出式

署名 67・批准 19 カ国に

国
連
総
会
議
長
は
「
禁
止

条
約
は
疑
い
な
く
（
核
廃

絶
に
む
け
た
）
歴
史
的
な

一
歩
」
だ
と
し
、「
核
廃

絶
は
国
連
の
最
優
先
課
題

で
あ
り
続
け
ま
す
」
と
同

条
約
の
批
准
を
各
国
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ら
れ
、
授
業
コ
マ
削
減
に

よ
る
雇
い
止
め
や
、
新
設

学
部
で
英
語
非
常
勤
講
師

全
員
雇
い
止
め
・
授
業
外

部
委
託
化
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

松
村
委
員
長
は
、「
日

大
は
、
無
期
転
換
逃
れ
の

た
め
非
常
勤
講
師
を
極
限

ま
で
減
ら
し
、
専
任
教
員

の
労
働
強
化
で
穴
埋
め
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
教
育
も
研
究
も
で
き

ず
大
学
が
だ
め
に
な
る
。

非
常
勤
と
専
任
が
一
緒
に

た
た
か
う
新
し
い
流
れ
が

起
こ
っ
て
い
る
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

を
発
端
に
他
の
火
力
発
電

所
も
自
動
停
止
し
、
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

北
海
道
電
力
は
以
前
か

ら
大
型
火
力
の
重
大
ト
ラ

ブ
ル
で
起
き
る
リ
ス
ク
を

認
識
し
て
お
り
、
経
産
省

も
「
多
重
的
な
需
給
対
策

を
講
じ
、
安
定
し
た
電
力

需
給
の
実
現
に
万
全
を
」

と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
北
電
は
あ
く
ま

で
「
泊
再
稼
働
に
よ
っ
て

供
給
面
の
正
常
化
を
図
り

た
い
」
（
真
弓
社
長
、
16

年
）
と
泊
原
発
の
再
稼
働

に
固
執
し
ま
し
た
。
老
朽

火
力
へ
の
代
替
と
し
て
新

造
中
の
液
化
天
然
ガ
ス
発

竜
王
や
渡
辺
棋
王
ら
も
優

勝
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

マレーシア首相  「原発反対」
　廃棄物処理ができない

 　　  マレーシア国営ベルナマ通信

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ

ィ
ー
ル
首
相
は
９
月
18
日
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開

か
れ
た
電
力
供
給
産
業
会

議
（
国
際
会
議
）
で
、「
私

は
原
子
力
発
電
に
反
対

だ
」
と
発
言
し
、
同
国
政

府
は
原
子
力
発
電
を
計
画

し
な
い
と
言
明
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
１
９
８
０
年
代

に
日
系
企
業
の
レ
ア
ア
ー

ス
抽
出
事
業
で
発
生
し
た

放
射
性
廃
棄
物
に
よ
る
汚

染
事
件
に
言
及
。
廃
棄
物

の
処
分
に
苦
慮
し
、
開
発

可
能
な
土
地
を
失
う
「
非

常
に
苦
い
経
験
」
を
し
て
、

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
が

容
易
で
は
な
い
こ
と
を
学

ん
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
福
島
第
１
原
発
事

故
に
も
触
れ
、
原
発
の
リ

ス
ク
を
示
す
実
例
だ
と
指

摘
。
「
平
和
利
用
で
も
戦

争
使
用
で
も
、
わ
れ
わ
れ

(

人
類)

に
は
核
物
質
を
利

用
す
る
に
十
分
な
知
見
が

な
い
と
考
え
て
い
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

電
所
の
稼
働
も
２
～
３
年

遅
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

泊
原
発
の
再
稼
働
の
固

執
、
一
極
集
中
の
電
力
供

給
が
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

引
き
起
こ
し
、
い
ま
も
市

民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。


